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１．iPad 活⽤のポイント 
（１）本時の⽬標 
 伝えたい事柄の中⼼や場⾯を意識しながら、互いの話し⽅の改善点を指摘したり、聞き⼿により伝
わる話し⽅の⼯夫に気付いたりすることができる。 
（２）活⽤アプリ 
 ロイロノート 
（３）GIGA 端末以外で利⽤した機器 
 マイク付きイヤホン ⼤型テレビ 
（４）アプリの活⽤場⾯と⽬的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活⽤場⾯（授業概要） 
 紹介したい外国の事柄の素晴らしさを聞き⼿に伝えるための「話し⽅の⼯夫」を考えたり、考えた
⼯夫を実際に練習したりするために活⽤した。グループの友達と協⼒しながら、声を録⾳して聞き返
したり、動画を取って⽬線や資料の持ち⽅を確かめたりした。 

 

2．iPad 活⽤の画⾯例（写真等） 
              

①発表練習の録画 
              実際に話している場⾯を互いに録画をし合う。練習の⽬的によってグ

ループごとにやり⽅が異なる。左の班は視線の練習、確認をするために 
ノートに⽬印を書いて録画をしていた。 
 
②他グループの動画・⾳声の共有 
 ⾃分のグループだけでなく、クラス間での共有 BOX を設置。「視線」
「間の取り⽅」など参考になる友達の動画を観点ごとにフォルダに分け
ておき、⾃分の課題に応じていつでも参考にできるようにした。 
 
③録画した動画・⾳声の聞き合い 
 録画した動画や⾳声を聞き合い、気付いた点をアドバイスし合った。 
繰り返し視聴し直したり、確かめたい場⾯を重点的に⾒直したりできて
有効である。また、録画データを互いに送信し、アドバイスをメッセー
ジの形で送り記録することでいつでも参考にできるようにしていた。 



３．効果と課題 
（１）iPad（アプリ）を活⽤して効果的だった点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ■ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ▢ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・ データ共有機能：⾃分の課題に応じたタイミングで参考にしたい友達のデータを開いて繰り返し
⾒ることができることは、本時の話し⽅の⼯夫というねらい達成のために有効であった。 

・ データをグループ内の友達とメッセージとともに送り合えるので、個別に⾃分の ipad を⽤いて落
ち着いて動画を視聴したり、巻き戻して気になった点を⾒返したりできる点は効果的である。 

（２）iPad（アプリ)を活⽤して課題に感じた点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ■ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ▢ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・ ⾳声はマイク付きイヤホンを使ったため、⼀⻫に複数が話している環境でも⾃分の声を録⾳する
ことができたが、動画撮影となると、イヤホンが使えないため、複数の⾳が⼊り聞き取りにくくなっ
てしまった。⼀⻫の場での個別の録⾳ができるよう、機器の更なる活⽤の⼯夫が必要と感じた。 

 
 


